ばんちょう あお やま しゅぜん げじょ きく 

番 町の 青山 主 膳の 家の 台所で は、 婢 のお 菊が 正月 

ぜんぐ 

二日の 昼の 祝いの 済んだ 後の 膳 具 を 始末して いた。 こ 

の壮ぃ 美しい 婢は、 粗相して 冷酷な 主人 夫婦の 折檻に 

あ 

逢わない ようにと おずおず 働いて いるので あった。 

その 時お 菊の しまつして いるの は 主人が 秘蔵 の 

なんきん > .1 わた リ 

南京 古渡の 皿であった。 その 皿 は 十 枚あった。 お 菊 は 

あらった その 皿 を 一枚 一 枚 大事に 拭うて 傍の 箱へ 入れ 

いっぴき 

ていた。 と、 一疋の 大きな 猫が どこから 来たの かつう 

つうと 入って 来て、 前の 膳の 上に 乗つ けて あった 

やきざかな くわ リん しょく 

焼 肴の 残り 肴を垤 えた。 吝嗇な その 家で はそう した 

つつ リ 

残り 肴 を とられても 口ぎ たなく 罵られる ので、 お 菊 



「この 女 を どこかへ 押し込め ておけ」 

お 菊の 身体 は 若侍の 一 人に 軽が ると 抱かれて 台所の 

あき ベ や 

隅の 空室に 運ばれた。 朋輩の 婢達は 遠くの ほうから は 

ら はらして 見て いるば かりで どうす る- ,1 ともで きな 

かった が、 お 菊が 空室の 中へ 入れられる とともに、 皆 

で そっと 往 つて 介抱した。 傷口 をし ばって やる 者、 水 

を 汲んで やる 者、 食事 を 運んで やる 者、 それ は 哀れな 

女に 対する 心からの 同情で あつたが、 お 菊 は 水 も 飲ま 

なければ 食事 もしないで 死んだ 人の ようになって 考え 

込んで いた。 

そのお 菊 は 数日して 姿を消して しまった。 主 膳 はお 
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